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　　労働災害 ・ 第三者災害 ・ トラブル　発生報告書　

（一報   二報   三報 ） 所    名　 横浜 SC 厚木　　ST

発生日時 9 月　30 日 　8 時　20 分

％

（トラブル発生状況） 【9/30 剪定作業時にスズメバチに刺され負傷する事故が発生】
 9/28  9：27　 T-WORKS高田から「作業員が植栽剪定中にスズメ蜂の巣を発見した」とST佐々木へ入電。
　 9:50 佐々木から高田へ「本日作業は一旦中止し、待機」を指示した。

発 　 9:55 店舗佐々木店長様へ架電し、「状況説明し蜂の巣駆除：イカリ消毒への除去要請」を依頼した。
 9/29  9：44　　佐々木店長様へ架電し状況を問合せ、「本日、巣の撤去が完了した。」との確認がされた。
 9/30　7：48　　T-WORKS高田から「改めて植栽剪定を開始したが作業員が刺された。」と報告がされた。
　 8:24　 佐々木店長へ架電、「ハチの巣除去が残っていた」と回答。即時、再手配を依頼して終話。
　 8:50　 山本SC長へ「作業員がスズメバチに刺され病院受診の移動している。」ことを報告した。
  10:40　　 到着病院が労災対応病院でないため、他の病院へ向かうこととなった。

生 　11:40　　 事前確認した 田中整形外科医院へ到着、受診・治療を開始した。
　12:45　　 高田から「治療が終了し、薬を処方され本日は安静のため帰宅すること。」が報告された。
　16:15　 ST:佐々木へOFC：寺澤様から「駆除作業が10/3（日）13:00から実施」の連絡がされた。
　16:20 ｵｰﾅｰ様へ上記内容を報告、「作業日は改めて連絡させて頂く。」ことで了承頂いた。
 10/3 イカリ消毒による ハチの巣駆除作業が完了した。
 10/4 10:34 剪定作業が完了した。

状
（根本原因）
 ・蜂の巣駆除の口頭確認・現地点検等の除去業者との連携がないまま作業を開始させていたこと
 ・蜂への知識、対応を理解しないまま作業を進めていたこと
（再発防止策）
 ・作業区画の事前点検、駆除業者と連携して作業開始を判断すること。

況  ・作業準備として 白っぽい服装・帽子、ハッカ油等の忌避剤保持後に作業を開始すること

作業形態

顧  ・店長様へ経緯等を報告、再度 巣除去の手配を依頼済。 ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞
客  ・植栽剪定完了まで、店舗と連携して実施すること。
対
応
そ  ・被災者は当日受診後、変調なく現場復帰済です。
の
他

ST長 本社
SC長 ＳＣ
社長 一報のみ    次報あり   次報なし

＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。
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25 造園 2日程安静

進捗率

被災者 氏名 所属会社 上野 駿

JM横浜SC 厚木ST（一次） (株)ティーワークス（二次）

100　2021/9/28～10/4

2021年9月28日

所在地

家族の状況 住　　　　　所

上野 駿

被　災　者　氏　名 年齢 職種 傷病程度 所　属

電　話  0463-36-6160神奈川県平塚市桃浜町25-23

事  前  説  明
実施状況 済 事前説明の実施日

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・OFC

工事名

発注者 株式会社セブンｰイレブン・ジャパン 工　　期 

254,150 円（税抜き）請負額

セブン‐イレブン平塚桃浜町店
植栽剪定工事

工事番号

H 7. 2. 22
H 27.6.15

報告日時 10 月　6 日　12 時　00 分　

SC,ST名210056837 SC,ST長名 柴田 厚木ST

処　 理 

一報受付
時間

9:30 発生時
連絡先

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）

9:45 SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）
11:38



災害発生状況図

剪定前スズメ蜂発生箇所

□ 飛んでいる蜂を見つけたら 対応のポイント

◆ 植栽の中に「蜂の巣」がないか点検 ： 見通せる範囲毎に点検する

・ 点検で繁みや葉の下に巣のない範囲は作業可、見通しよくして次の範囲へ進むこと

・ 巣を見つけたら むやみに刺激せず「専門業者」へ駆除の手配をすること

◆ ハチ被害のほとんどは 4月～11月にかけて ： 7月頃から巣がおおきくなり攻撃性が高く

・ 9～10月頃に巣の大きさが最盛期 ⇐ この時期に被害も増大する

□ 蜂を呼び寄せない 予防のポイント

◆ 黒色のものを身に着けない ： 白っぽい色の衣類、帽子を身に着けること

・ 蜂は黒色に敏感に反応。（肌の露出を少なく長袖・長ズボン）

黒色は蜂の天敵：クマを連想させるからといわれている。

◆ 蜂が好きな匂いを避ける

・ 蜂が好きな匂いは花の匂いのような甘い香り。

洗濯洗剤や柔軟剤に含まれる香料は蜂を引き寄せ、香水や香りの強い

整髪料の匂いにも蜂は反応しやすい。

忌避剤として

剪定後 状況


